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69　　　 児 生 存 不 可 能 な妊娠 中期で の 前期 破

水 の 長 期管 理成功例 に つ h て

70　　　　 糖尿病合併妊 娠の 重症網 膜障 害 と分

娩 様式 の 選択

高 知 医 科 大学

橋 本 雅 ， 板 東 尚，久 保 隆 彦 ， 相 良 祐輔

〔目的 〕低 出 生 児 管理 方 法 の 進 歩に よ b 超 未 熟

児 の 予 後 は 向 上 して い る が 、 妊 娠24週 未 満で 出

生 した 児 の 予後 に つ い て はな お 予 後 良好 例 は 稀

で あ る ．今 回妊 娠 21週 に て 前期 破水 （PROM ） を

起 こ し た 症 例 に 、 3週 間 に わ た る 頸管 留置 カ テ ー

テ ル （プ ロ ム フ エ ン ス ）を適 用 した積 極 的管理 を

行 い 分 娩 直 後 か ら N工GU で の 治 療に よ b 良好 な

予 後 を得 る こ とが で きた の で 報告す る ．〔方 法 〕

患 者 は 35才 ，para　4 −4 −0 ，妊 娠 21 週 4 日 （基 礎 体温

よ り算 出）に て PROM で 来 院 し直 ちに プ ロ ム フ ェ

ン ス を Mac 　Donald 頸 管縫 縮術 に よ b 装 着 した ，

GTG 　monitoring 下 に 七erbutaline に よる陣 痛

抑 制 を行 い 、 抗 生 物質 の 母 体 お よ び 羊 水 中 投 与

に よ b感 染 の 防止 を行 っ た ．胎 児 発 育 、 羊 水 量

の 評 価 は 超 音波計測 に よ b 行 っ た ・〔成績 〕PROM

よ b21 日 目 の 妊 娠24週 2 日 の 時 点 で 陣痛 増 強 の た

め 分娩 、 出 生 時体 重 615g の 女児で Apgar　score

は 1分後3 ，5分 後 9で あ り直 ちに N工CU に収容 した ．

児 は 140 日にわ た るNICU管理 の 後 現 在外 来foZlow

up 中 で あ る ．〔結論 〕プ ロ ム フ エ ン ス に よ る

PROM の 積極 的 治療 、 分 娩直後 よ 参の MCU 管 理

に より
一

般 には 生存不 可 能 な 妊 娠 24週 未満 の 破

水症 例 を intaot　survi ▽a1 例 として 救 命で きた ．

こ れ は今後 の 周産 期 治療 の 新 しい 可 能 性 を 見 出

し た も の と考 え る ．
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【目的 】網 膜症 を伴 っ た 糖尿病 合併妊 娠分 娩 に お

い て ，時 に 眼 底 出 血 ，失 明 と い う 不 幸 な 転 帰 を と

る こ と が あ り，そ の 分 娩様 式 に 議論 が あ る。今 後

よ り安全 な 分娩を可能 と す る為 ， 眼底 所見 の 推 移

と 分娩様 式 の 選 択 に つ い て 考案 した 。【方 法 】昭

和 58年 よ り 2 年 間 の 当院 に お け る糖尿病合併妊娠

45例 に つ い て ，糖尿病 性網 膜症 の 程 度 と そ の 分 娩

様 式 を比 較検討 した 。 【成 績 】1）眼 底が ScottMa

よ り悪化 しな か っ た 症例 は 38例あ り，うち13例 が 帝切，

25例が経腟で あ っ た が ，帝切 例 の うち前回妊娠時 ， 眼

底所見 の 悪 か っ た 症例 と，非糖尿病性網膜 剥 離 の 症 例

を 除けば ， 他 の 11例 はす べ て 産科的適応 に て 帝切を 施

行 し た 。 2）妊娠前 あ る い は妊娠 中 に Scott 皿 b

とな っ た 症 例は 2例あり，い ずれ もPC （光凝固法 ）

を 含 む 治療 に よ り病勢 の 鎮静化 が 得 られ ， 経腟 分

娩 が可 能 で あ っ た 。3）分娩 直前 の 眼 底 所見 Scott

皿 b以上 は 5 例 あ り，うち帝 切 4 例，経 腟 （鉗 子 ）

分 娩 1 例 で あ っ た 。 帝切 は 4 例 とも 眼 科適 応 に て

施 行 。 経腟 例 は，眼底 の 静脈系変化 が 比 較 的少 な

く白斑 の 多い 症例 だ っ た 。 また ，こ の 5 例 の うち

眼底 が 妊 娠 中増悪 し ，PC 施行例 が 3 例あ っ た 。
　 PC

非施行例 は ，白内障の 強 い 症例と前回妊娠時 PC 施行

例 だ っ た 。 【結 論 】網膜 症 を伴 っ た 糖尿 病合併 妊

娠分 娩 で は ，分 娩前に 眼 底 が Scott 皿 b 以 上 す な

わ ち増殖性 網膜症 の 症 例 に お い て ，陣痛怒 嘖 に よ

る 眼 底 出血 を 避 け る為 ，従 来帝 切が第 1義的 に 選

択 さ れ た 。しか し，PC の 採用 に よ り，眼底 が Scott

田b で あ っ て も．静脈 系変 化及 び新生 血 管の 増生

が比 較 的少 な く，白斑 の 多 い 症例 で は 硬膜 外麻 酔

等 に て 陣痛緩 和 ， 怒 嘖を さ せ ず ，ま た ， 鉗子 分娩

等 に て ，分娩 第 且 期短縮を は か る こ と に よ り，経

腟 分娩 も可能 な こ と が 明 らか と な っ た 。
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